
１
は
じ
め
に

著
者
は
こ
れ
ま
で
華
岡
青
洲
を
糊
る
こ
と
二
五
年
前
の
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
に
兎
唇
に
対
す
る
補
唇
の
手
術
法
を
中
国
の
福
州
で
学

（
１
）
（
２
）
（
３
）

ん
で
琉
球
に
将
来
し
た
高
嶺
徳
明
の
事
蹟
に
つ
い
て
研
究
し
、
発
表
し
て
来
た
。

（
４
）
（
５
）
（
６
）

東
恩
納
寛
淳
が
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
に
高
嶺
徳
明
の
業
を
初
め
て
発
掘
し
て
以
来
、
そ
れ
が
識
者
の
注
目
を
集
め
、
以
来
金
城
清

（
７
）
（
８
）

松
、
佐
藤
八
郎
、
嘉
手
納
宗
徳
の
諸
氏
が
、
高
嶺
徳
明
の
業
績
に
つ
い
て
研
究
し
た
。
し
か
し
高
嶺
の
業
績
の
中
で
最
も
重
要
か
つ
肝
腎
な
手

（
９
）

術
に
関
連
し
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
星
氏
が
形
成
外
科
の
立
場
か
ら
言
及
し
て
い
る
以
外
に
専
門
的
な
立
場
か
ら
の
研
究
は
、
皆
無
で
あ
っ

昭
和
五
十
九
年
十
月
、
琉
球

た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
同
年
Ｌ

に
関
す
る
特
別
講
演
を
行
っ
た
。

筆
者
は
こ
の
講
演
に
お
い
て
、

堯
卜
０

高
嶺
徳
明
の
事
蹟
に
つ
い
て

ｌ
と
く
に
手
術
に
用
い
た
「
薬
」
の
本
態
に
つ
い
て
Ｉ

琉
球
大
学
医
学
部
附
属
病
院
が
開
院
し
、
そ
の
後
援
団
体
が
高
嶺
徳
明
の
名
に
因
ん
で
「
徳
明
会
」
と
命
名
さ
れ

同
年
十
二
月
に
沖
縄
医
学
会
、
琉
球
大
学
医
学
会
共
催
の
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
筆
者
が
招
か
れ
て
高
嶺
徳
明

高
嶺
徳
明
の
業
績
に
つ
い
て
の
旧
説
の
誤
り
を
正
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
も
、
鋭
意
徳
明
の
伝
え
た
秘
伝
の
本

溌
轤
灘
擢
弄
一
鑑
病
昭
和
六
十
年
二
月
二
十
八
日
愛
付

松
木
明

知
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２
高
嶺
徳
明
の
事
蹟
を
伝
え
る
史
料

琉
球
に
お
け
る
高
嶺
徳
明
の
事
蹟
を
立
証
ま
た
は
傍
証
す
る
資
料
は
極
め
て
少
な
く
、

も
あ
る
。
日
本
側
の
史
料
と
し
て
は
、
現
在
で
は
高
嶺
宗
家
（
高
嶺
康
二
氏
）
に
伝
え
ら
Ｌ

態
に
つ
い
て
研
究
し
、
そ
の
一
端
に
つ
い
て
解
明
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
わ
れ
る
の
で
報
告
す
る
。

な
お
こ
の
講
演
を
企
画
さ
れ
た
琉
球
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長
小
張
一
峰
、
同
医
学
部
長
大
鶴
正
満
両
教
授
お
よ
び
沖
縄
県
医
師
会
医
学
会

長
古
波
倉
正
照
博
士
、
財
団
法
人
徳
明
会
理
事
長
新
城
盛
和
氏
に
深
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

羅
懲
簿
凝
議
溺
噸
鱒
熟
蕪
篭
駕
篭
鷺
舗
彌
頚
鐸
報
嘱
纈
無
翻
翻
錨
熱
禰
穏
早
鎌
潔
薊
翻
璃

蕊

写真1

証
す
る
資
料
は
極
め
て
少
な
く
、
中
国
側
の
史
料
は
全
く
不
詳
で
今
後
の
研
究
課
題
で

宗
家
（
高
嶺
康
二
氏
）
に
伝
え
ら
れ
る
左
の
二
点
だ
け
で
あ
る
。

（
１
）
（
２
）

一
つ
は
、
筆
者
が
以
前
に
紹
介
し
た
「
魏
姓
家
譜
」
で
あ
る
。

往
時
琉
球
首
里
の
久
米
村
に
渡
来
居
住
し
た
閥
（
ピ
ン
、
現
在
の
福
健
省
福
州
）
人
三

十
六
姓
に
欠
員
が
出
来
た
た
め
、
情
と
の
交
渉
に
活
躍
し
て
い
た
高
嶺
徳
明
は
琉
球
王

か
ら
欠
員
を
補
う
た
め
「
魏
」
姓
を
賜
わ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
高
嶺
徳
明
は
魏
（
ゥ
イ

と
発
音
す
る
）
士
哲
と
も
称
し
た
。
し
た
が
っ
て
「
魏
姓
家
譜
」
と
は
高
嶺
家
の
家
譜

つ
ま
り
系
図
を
意
味
す
る
。
こ
の
家
譜
は
全
文
漢
文
で
記
載
さ
れ
て
お
り
、
清
の
雍
正

八
年
（
一
七
三
○
、
享
保
十
五
年
）
の
日
付
を
有
す
る
徳
明
自
身
の
序
を
有
し
て
い
る
。

（
写
真
１
）
琉
球
王
朝
の
印
が
数
ヶ
所
押
印
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
本
家
譜
が
十
分
に
信

拠
す
る
に
足
る
資
料
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
（
写
真
２
）
な
お
本
家

（
、
）

譜
は
那
覇
市
史
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
史
料
は
、
大
き
さ
約
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
の
三
体
の
木
像
で
あ

る
。
（
写
真
３
）
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里
眼
、
順
風
耳
は
、
も
と
良
民
を
悩
ま
し
て
い
た
が
、
天
批
に
折
伏
さ
れ
て
、
脇
侍
と
な
っ
た
も
の
と
い
う
。
高
嶺
家
に
は
、
こ
の
像
に
関
し

て
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
徳
明
が
黄
会
友
に
、
補
唇
の
手
術
法
を
乞
う
て
伝
授
さ
れ
た
と
き
、
他
人
に
絶
対
教
授
し

な
い
と
神
に
誓
っ
た
と
い
う
。
そ
の
神
が
天
批
と
順
風
耳
、
千
里
眼
で
あ
る
と
い
う
。
高
嶺
家
で
は
家
宝
と
し
て
こ
れ
ま
で
他
人
に
見
せ
ず
、

先
き
の
沖
縄
戦
で
も
「
魏
姓
家
譜
」
と
こ
の
神
像
だ
け
を
持
っ
て
山
中
に
避
難
し
た
と
い
う
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
「
魏
姓
家
譜
」
と
三
体
の
神
像
だ
け
が
、
徳
明
の
事
蹟
の
研
究
の
た
め
、
わ
れ
わ
れ
に
遺
さ
れ
た

手
懸
り
で
あ
る
。
と
く
に
補
唇
の
術
の
こ
と
を
考
慮
す
る
場
合
、
三
体
の
神
像
は
解
決
の
有
力
な
手
懸
り
と
は
い
え
ず
、
結
局
の
と
こ
ろ
「
魏

姓
家
譜
」
の
承
が
史
料
と
し
て
研
究
の
対
象
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
魏
姓
家
譜
」
を
改
め
て
十
二
分
に
吟
味
検
討
し
、
可
能
な
限
り
の
解

窪

瀧§

写真2

'ﾆー ,,:-．,--~-_,---,-

写 真3

全てかし,_､千さ
、いら天たU里れ
病る台批・眼る
気道湾は、像
平教に、順で
癒系か中風、
なのけ国耳他
ど神て南での
をで民部あ二
祈、間とる体

灘緑 屋農
る仰福が神
・のさ健判は
千安れ省明、

（
１
）

以
前
の
報
告
で
、
筆
者
は
こ
れ
ら
の

木
像
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
詳
と
し
た

が
、
そ
の
後
の
調
査
で
、
約
二
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
最
も
大
き
い
像
は
天

批
、
別
名
天
后
あ
る
い
は
媚
姐
と
も
称
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３
「
魏
姓
家
譜
」
に
現
わ
れ
た
手
術
関
係
の
個
条

「
魏
姓
家
譜
」
の
中
で
、
手
術
に
関
連
し
た
記
事
は
康
煕
二
十
七
年
（
ニ
ハ
八
八
）
’
二
十
九
年
（
ニ
ハ
九
○
）
と
康
濫
五
十
三
年
（
一
七
一
四
）

に
至
る
条
項
で
あ
る
。
こ
の
条
に
よ
っ
て
高
嶺
徳
明
の
業
績
が
世
に
知
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
少
し
長
い
が
左
に
原
文
の
ま
ま
抄
出
す
る
。

康
煕
二
十
七
年
戊
辰
三
月
十
二
日
為
進
貢
事
奉
命
為
小
船
副
通
事
随
耳
目
官
毛
起
龍
福
地
親
雲
上
盛
命
正
議
大
夫
察
鐸
志
多
伯
親
雲
上
十
一

月
十
七
日
那
覇
開
船
赴
闘
先
是
丙
寅
之
貢
使
耳
目
官
魏
応
伯
婚
耐
越
来
親
雲
上
朝
盛
正
議
大
夫
曽
益
誇
趣
砂
辺
親
雲
上
自
京
回
闘
亦
在
舘
駅

其
時
有
本
国
水
梢
豊
氏
与
那
嶺
者
生
而
欠
唇
不
能
医
治
与
那
嶺
妻
弟
筍
氏
大
嶺
詮
雄
者
又
為
五
主
役
全
与
那
嶺
在
間
大
嶺
数
次
往
来
中
国
通

華
語
己
巳
二
月
偶
間
補
唇
医
士
寓
福
州
南
台
潭
尾
大
嶺
与
与
那
嶺
同
尋
医
士
療
治
欠
唇
越
四
日
全
愈
大
嶺
為
妙
其
術
学
此
法
買
薬
品
而
帰
時

魏
毛
察
曽
四
貢
使
聴
之
嘉
之
召
面
前
悉
問
其
法
而
大
嶺
不
能
尽
伝
其
道
乃
四
貢
使
召
士
哲
日
此
医
術
係

王
世
孫
至
要
至
緊
汝
須
尽
心
学
之
士
哲
夙
稟
愚
昧
以
不
能
精
医
術
固
辞
四
貢
使
不
允
於
是
急
性
医
士
寓
所
問
之
不
見
医
士
有
人
語
我
云
医
士
黄

先
生
欲
帰
其
郷
今
在
舟
中
遂
追
之
及
河
間
幸
獲
遇
之
問
其
姓
名
具
礼
請
教
医
士
日
吾
是
福
建
汀
州
府
上
杭
県
住
人
黄
会
友
者
也
有
祖
伝
補
唇

苛
方
周
旋
四
方
療
治
欠
唇
然
此
薬
方
一
世
一
伝
雄
親
友
不
敢
伝
之
是
吾
祖
宗
之
遣
令
也
士
哲
乃
発
誠
心
万
求
不
允
惟
以
異
域
之
人
故
固
請
教

方
而
後
允
之
遂
与
黄
先
生
結
盟
居
住
別
舘
昼
夜
孜
孜
学
之
已
閲
二
旬
悉
受
其
伝
方
又
得
秘
書
一
巻
此
時
有
欠
唇
童
子
二
人
請
黄
先
生
療
治
其

一
人
十
四
歳
先
生
治
之
又
一
人
十
三
歳
士
哲
在
先
生
面
前
試
療
治
之
皆
不
数
日
全
愈
無
痕
干
此
四
貢
使
各
出
非
儀
十
金
余
共
聚
四
十
余
両

士
哲
又
以
数
金
合
作
五
十
余
両
送
之
還
其
郷
芙
士
哲
迄
己
巳
年
五
月
二
十
日
帰
国
具
間

王
世
子
尚
諒
純
公
世
子
甚
權
然
中
国
与
琉
球
以
地
気
相
異
為
試
薬
性
己
已
八
月
子
大
里
間
切
島
袋
村
男
壱
人
同
嶺
江
村
女
壱
人
両
人
干
一
座
療

釈
を
試
み
る
と
い
う
の
が
現
在
わ
れ
わ
れ
に
残
さ
れ
た
唯
一
の
方
法
で
あ
る
。
信
拠
す
べ
き
新
し
い
史
料
の
発
掘
が
強
く
望
ま
れ
る
所
以
で
も

あ
る
。

治
数
日
全
愈
亦
具
聞
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尚
益
公
士
哲
在
儲
内
府
三
昼
夜
全
愈
無
痕
鋤
諦
麹
函
睡
艤
調
跡
地
確
雄

康
熈
二
十
九
年
庚
午
九
月
御
奉
行
村
尾
源
左
衛
門
自
欲
視
士
哲
補
唇
之
療
治
故
士
哲
召
干
御
仮
屋
大
里
間
切
上
与
那
原
村
男
壱
人
欠
唇
者
療
治

具
御
覧
歴
数
日
全
愈
然
御
奉
行
嘆
之
賞
之
且
謂
士
哲
日
汝
之
可
術
御
国
元
之
所
係
至
要
者
也
此
法
不
軽
乞
賜
教
吾
伊
佐
敷
道
与
依
效
士
哲
又

奉
命
教
道
与
更
贈
道
与
伝
書
一
巻
亦
調
一
巻
資
御
奉
行

世
子
教
令
始
療
治

尚
益
公
士
哲
在
儲

王
世
子
世
子
甚
朧
即
命
士
哲
療
治
名
加
間
親
方
男
孫
一
人
豊
見
城
間
切
平
良
村
男
一
人
又
中
城
御
殿
玉
城
安
武
志
良
礼
之
姪
一
人
三
人
不
数
日

４
高
嶺
家
に
伝
え
ら
れ
た
口
伝

「
魏
姓
家
譜
」
と
三
体
の
神
像
の
ほ
か
に
、
徳
明
に
関
す
る
重
要
な
史
料
と
も
言
え
る
口
伝
が
あ
る
。
筆
者
は
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）

十
一
月
訪
沖
し
た
際
、
高
嶺
家
一
門
の
方
だ
か
ら
少
く
な
い
口
伝
を
採
集
し
た
が
、
そ
の
中
で
徳
明
の
手
術
に
関
す
る
極
め
て
信
瀝
性
の
高
い

と
判
断
さ
れ
る
の
は
、
左
の
四
項
で
あ
る
。

一
、
黄
会
友
は
、
徳
明
に
秘
伝
を
直
ち
に
教
授
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
徳
明
は
黄
会
友
の
寝
台
の
下
に
も
ぐ
り
込
ん
だ
。
黄
会
友
が
、
夫
婦

の
寝
物
語
で
、
徳
明
に
本
当
の
秘
伝
を
ま
だ
教
え
て
い
な
い
と
言
っ
た
時
、
徳
明
は
寝
台
の
下
か
ら
這
い
出
し
て
、
会
友
に
そ
の
伝
授

を
改
め
て
強
く
乞
う
た
。
そ
こ
で
遂
に
会
友
は
徳
明
に
秘
伝
を
教
え
た
と
い
う
。

二
、
王
孫
尚
益
に
対
し
て
、
二
回
手
術
が
施
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
徳
明
は
、
尚
益
に
、
術
後
に
決
し
て
「
ア
ガ
ー
（
痛
い
と
い
う
沖
縄
の
言

葉
）
」
と
言
っ
て
は
い
け
な
い
と
言
っ
た
。
し
か
し
尚
益
は
、
痛
承
の
た
め
遂
に
「
ア
ガ
ー
」
と
言
っ
た
た
め
、
創
口
が
略
開
し
た
。

王
世
子
大
悦
至
十
一
月
十
七
日
召
士
哲
伸
視

王
世
孫
尚
誰
益
公
本
月
二
十
日
奉

全
調
因
此
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５
高
嶺
徳
明
の
事
蹟
に
関
す
る
諸
家
の
見
解

高
嶺
徳
明
の
事
蹟
の
中
で
、
と
く
に
補
唇
の
手
術
に
関
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
諸
家
が
言
及
し
て
い
る
。

（
４
）

東
恩
納
は
、
徳
明
の
手
術
法
や
麻
酔
法
は
不
明
と
し
な
が
ら
も
、
麻
酔
薬
に
つ
い
て
は
曼
陀
羅
花
を
主
成
分
と
す
る
青
洲
の
麻
酔
法
は
華
佗

の
麻
沸
湯
と
同
じ
で
あ
ろ
う
と
し
、
徳
明
の
麻
酔
法
も
、
華
佗
の
麻
沸
散
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
華
佗
の
麻
沸
散
の
本
態
が
全

く
不
明
で
あ
る
現
在
、
右
の
記
述
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
東
恩
納
は
㈲
の
文
献
に
お
い
て
徳
明
の
麻
酔
法
は
、
華
佗

の
麻
沸
湯
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
烏
頭
を
主
薬
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
ま
た
、
手
術
法
に
つ
い
て
、
兎
唇
の
両
端
を
切
除
し
て
上

中
下
の
三
ヶ
所
を
縫
合
す
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
原
史
料
の
「
魏
姓
家
譜
」
に
は
全
く
こ
の
よ
う
な
記
載
は
な
い
し
、
前
述

し
た
よ
う
に
華
佗
の
麻
沸
湯
の
本
態
が
不
明
で
あ
る
以
上
比
較
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
手
術
法
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
麻
酔
法
に
つ

い
て
の
東
恩
納
の
記
述
は
、
全
く
根
拠
を
欠
い
た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
６
）

金
城
は
手
術
法
に
つ
い
て
判
然
と
し
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
華
佗
の
麻
沸
散
と
青
洲
の
使
っ
た
麻
酔
法
と
が
同
じ
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る

こ
の
た
め
徳
明
は
再
手
術
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
い
う
。
二
回
の
手
術
を
行
っ
た
の
で
三
昼
夜
も
城
内
に
滞
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
尚
益
は
長
じ
て
口
髭
を
生
や
し
た
と
い
う
。
こ
の
た
め
尚
益
の
子
尚
敬
は
、
父
尚
益
の
手
術
創
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

四
、
手
術
の
秘
伝
を
決
し
て
他
人
に
教
授
し
な
い
と
黄
会
友
に
誓
っ
た
の
に
反
し
て
、
島
津
藩
の
在
藩
奉
行
の
村
尾
源
左
衛
門
の
命
令
で
、

同
藩
医
伊
佐
敷
道
与
に
術
を
授
け
た
。
そ
の
後
徳
明
は
王
命
に
よ
り
、
琉
球
王
朝
の
御
典
医
の
元
達
と
良
心
に
も
伝
授
し
た
。
黄
会
友

と
の
誓
を
破
っ
た
こ
と
を
恥
じ
て
、
徳
明
は
一
族
の
者
が
、
医
者
と
な
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
以
来
約
三
○
○
年
間
こ
の
遺
訓
が
遵
守

さ
れ
て
、
高
嶺
家
一
門
か
ら
は
一
名
の
医
者
も
生
れ
て
い
な
い
。

以
上
四
つ
の
口
伝
の
中
、
手
術
に
関
し
て
は
（
二
）
が
極
め
て
重
要
な
示
唆
に
富
む
と
思
わ
れ
る
。

（
４
缶
）
も
Ｊ
１
（
〈
又
Ｕ
）

な
お
右
に
述
べ
た
口
伝
は
、
従
来
の
研
究
で
も
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
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が
、
前
述
し
た
理
由
に
よ
っ
て
金
城
の
記
述
は
全
く
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
「
魏
姓
家
譜
」
を
誤
読
し

て
、
尚
益
の
手
術
日
を
「
十
一
月
二
十
三
日
」
と
し
て
い
る
が
「
二
十
日
」
の
誤
植
で
あ
ろ
う
。

（
７
）
（
４
）
（
５
）
（
６
）

佐
藤
の
論
文
は
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
に
際
し
て
沖
縄
の
医
療
事
情
を
調
査
し
た
中
で
、
徳
明
の
事
蹟
に
言
及
し
た
が
、
東
恩
納
、
金
城
の
論

文
を
参
考
に
し
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
徳
明
の
手
術
を
究
明
す
る
上
で
は
と
く
に
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
。

（
８
）

嘉
手
納
の
論
文
も
と
く
に
目
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
大
嶺
詮
雄
が
徳
明
に
先
駆
し
て
補
唇
の
術
を
黄
会
友
か
ら
伝
授
さ
れ
、
薬
品
を
購
入

し
、
後
に
徳
明
が
尚
益
の
手
術
を
し
た
際
、
薬
品
の
調
合
を
手
伝
っ
た
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
二
点
の
出
典
は
も
ち
ろ
ん
「
魏
姓
家

譜
」
で
あ
っ
て
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
大
嶺
に
つ
い
て
も
と
く
に
目
新
し
い
見
方
を
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

以
上
記
し
た
よ
う
に
手
術
法
や
麻
酔
法
に
関
し
て
従
来
の
研
究
に
は
見
る
べ
き
も
の
は
何
も
な
い
。

６
補
唇
の
術
に
つ
い
て
の
著
者
の
見
解

先
き
に
引
用
し
た
「
魏
姓
家
譜
」
の
条
に
よ
っ
て
も
、
補
唇
の
術
の
具
体
的
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
全
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
他
人

に
決
し
て
伝
授
し
な
い
と
黄
会
友
に
誓
っ
た
訳
で
あ
る
か
ら
、
手
術
に
関
し
た
詳
細
に
つ
い
て
徳
明
が
「
魏
姓
家
譜
」
中
に
記
載
さ
れ
な
か
っ

た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
秘
伝
を
記
し
て
一
巻
と
な
し
、
村
尾
源
左
衛
門
と
伊
佐
敷
道
与
に
与
え
た
と
い
う
が
、
そ
の
巻
物

に
も
、
真
実
が
記
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
今
と
な
っ
て
は
分
ら
な
い
。

し
か
し
兎
唇
に
対
す
る
手
術
自
体
は
い
か
に
秘
伝
と
い
っ
て
も
、
手
術
創
か
ら
、
縫
合
の
痕
跡
は
他
人
に
容
易
に
分
る
訳
で
あ
る
。
現
在
の

医
療
技
術
で
は
、
縫
合
の
痕
跡
を
殆
ど
遣
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
今
か
ら
、
約
三
○
○
年
前
の
技
術
で
あ
る
こ
と
を
併

せ
考
え
る
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
は
っ
き
り
と
見
え
る
創
痕
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
た
め
前
述
し
た
口
伝
の
よ
う
に
、
手
術
を
受

け
た
王
孫
の
尚
益
は
長
じ
て
、
口
髭
を
生
や
し
た
と
い
う
。
尤
も
な
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
補
唇
の
手
術
自
体
は
、
い
く
ら
秘
密
に
し
よ

う
と
し
て
も
、
直
ぐ
、
他
人
に
分
っ
て
し
ま
う
は
ず
で
あ
る
。
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従
来
の
研
究
で
は
、
徳
明
に
よ
っ
て
単
に
兎
唇
に
対
す
る
手
術
す
な
わ
ち
補
唇
の
術
を
行
っ
た
と
い
う
事
実
の
み
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
高
嶺
家
に
伝
え
ら
れ
た
口
碑
、
す
な
わ
ち
前
述
し
た
よ
う
に
尚
益
が
手
術
を
二
回
受
け
た
と
い
う
こ
と
は
、
徳
明
に
よ
る
手
術
法
に
つ
い

て
多
少
の
手
懸
り
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
徳
明
が
三
昼
夜
も
城
内
に
い
た
こ
と
は
、
再
手
術
し
た
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

術
後
に
創
口
が
容
易
に
開
い
た
こ
と
は
、
創
部
が
一
層
に
縫
合
さ
れ
た
も
の
で
、
二
層
以
上
の
縫
合
で
な
か
っ
た
こ
と
を
容
易
に
物
語
る
。

皮
層
縫
合
の
下
に
少
く
と
も
も
う
一
層
の
縫
合
を
置
く
と
容
易
に
手
術
創
は
膠
開
す
る
こ
と
は
少
な
い
。

徳
明
の
縫
合
法
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
が
、
中
国
の
補
唇
の
術
で
あ
る
か
ら
大
約
の
想
像
が
つ
く
。
青
洲
の
弟

（
蛇
）

子
本
間
玄
調
の
「
瘍
科
秘
録
」
に
兎
唇
の
縫
合
と
紬
帯
の
図
（
写
真
４
）
が
見
え
る
。
一
見
し
て
中
国
風
の
子
供
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
玄

調
が
中
国
の
文
献
を
参
考
に
し
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

徳
明
が
黄
会
友
か
ら
伝
授
さ
れ
た
方
法
も
こ
れ
と
大
差
の
な
い
手
術
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
懸
隔
す
る
こ
と
甚
し
く
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
一
説
に
は
三
本
の
金
針
を
用
い
た
と
も
言
わ
れ
る
が
、
改
め
て
論
じ
た
い
。

‐
‐
・
・
‐
‐
鐸
・
‐
‐
‐
‐
‐
‐
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与蚕鐸念
写真5

星
氏
の
指
摘
す
る
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
当
時

す
で
に
日
本
に
伝
え
ら

れ
た
ア
ン
ブ
ロ
ー
ズ
・

バ
レ
ー
の
手
術
法
は
写

真
５
に
示
す
よ
う
に

″
８
″
の
字
に
縫
合
す

る
方
法
で
、
「
瘍
科
秘

録
」
の
縫
合
法
と
は
全
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７
「
魏
姓
家
譜
」
に
見
え
る
「
薬
」
の
解
釈

手
術
法
そ
れ
自
体
が
秘
伝
と
は
な
ら
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
以
外
に
黄
会
友
が
徳
明
に
秘
伝
と
し
て
伝
授
し
た
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
あ

る
。
私
は
そ
れ
が
手
術
に
際
し
て
用
い
ら
れ
た
「
薬
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

大
嶺
詮
雄
が
姉
の
夫
与
那
嶺
某
の
手
術
後
、
黄
会
友
か
ら
手
術
法
を
学
び
、
薬
品
を
購
入
し
た
。
こ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
「
魏
姓
家
譜
」

の
中
で
、
「
大
嶺
為
妙
其
術
学
此
法
買
薬
品
而
帰
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
直
ち
に
了
解
さ
れ
る
。
し
か
し
福
州
に
滞
在
中
の
朝
貢
団
の
上
役

の
毛
、
葵
、
魏
、
曽
の
四
貢
使
人
が
、
大
嶺
に
改
め
て
手
術
法
を
詳
細
に
尋
ね
た
。
四
貢
使
は
、
将
来
王
位
を
継
承
す
べ
き
王
孫
尚
益
の
兎
唇

の
治
療
を
い
か
に
す
べ
き
か
頭
を
悩
ま
し
て
い
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
大
嶺
は
そ
れ
に
対
し
て
返
答
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
。

与
那
嶺
某
に
対
す
る
補
唇
の
手
術
自
体
は
、
た
と
え
大
嶺
詮
雄
の
面
前
で
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
縫
合
の
痕
は
直
ぐ
他
の
人
食
に
見

え
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
秘
密
と
は
な
り
に
く
い
。
も
ち
ろ
ん
、
詳
細
な
点
に
至
れ
ば
、
他
人
に
は
理
解
出
来
な
い
、
つ
ま
り
秘
伝
と
さ
れ
る
点

も
あ
る
こ
と
は
当
然
あ
る
だ
ろ
う
が
、
あ
く
ま
で
も
、
そ
れ
は
些
細
な
点
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

後
に
徳
明
が
黄
会
友
に
補
唇
の
術
の
伝
授
を
申
し
出
た
際
、
一
世
一
伝
の
秘
法
と
し
て
、
黄
会
友
は
当
初
あ
く
ま
で
も
伝
授
を
拒
ん
だ
た

め
、
徳
明
は
大
金
を
積
ん
で
漸
く
希
望
を
果
し
、
秘
法
の
教
示
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
れ
よ
り
先
き
に
、
大
嶺
が
黄
会
友
か
ら
こ
の
手
術
法
を
学
ん
だ
上
、
「
薬
品
」
を
購
入
し
て
い
る
事
実
は
、
極
め
て
重
要
な
示
唆

以
上
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
徳
明
の
行
っ
た
の
は
、
創
部
が
一
層
に
縫
合
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
手
術
法
そ
れ
自
体
は
、

他
人
が
見
れ
ば
直
ち
に
ど
の
よ
う
に
手
術
し
縫
合
し
た
か
、
秘
密
に
し
よ
う
と
し
て
も
看
破
可
能
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
兎
唇
の
縫
合
そ
れ
自
体
は
、
秘
法
と
は
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
徳
明
が
神
に
誓
っ
て
黄
会
友
か
ら
伝
授
を
受
け
た
と
い

う
の
も
、
手
術
法
以
外
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
よ
う
。

く
異
な
る
こ
と
が
分
る
。
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黄
会
友
が
、
徳
明
に
仲
。

能
性
が
極
め
て
大
で
あ
る
。

面
で
立
証
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

黄
会
友
は
、
大
嶺
に
「
薬
品
」
を
売
却
し
て
い
る
。
し
か
し
売
却
し
て
も
、
処
方
の
詳
し
い
内
容
は
知
ら
れ
ず
、
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
訳
で

あ
る
か
ら
秘
伝
を
守
る
点
で
は
何
ら
問
題
と
な
ら
な
い
。

私
の
こ
の
推
察
が
誤
っ
て
い
な
い
こ
と
は
「
魏
姓
家
譜
」
中
の
「
然
此
薬
方
一
世
一
伝
雌
親
友
不
敢
伝
之
是
吾
祖
宗
之
遺
令
也
」
と
い
う
文

「
学
此
法
」
と
は
そ
の
前
の
「
為
妙
其
術
」
の
「
其
術
」
を
指
す
。
つ
ま
り
大
嶺
は
手
術
方
法
を
伝
授
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

手
術
方
法
自
体
は
大
し
た
秘
伝
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
、
容
易
に
理
解
で
き
よ
う
。

繰
り
返
し
て
言
う
が
、
手
術
法
と
く
に
縫
合
の
仕
方
は
、
補
唇
の
手
術
を
受
け
た
ば
か
り
の
与
那
嶺
が
い
る
訳
で
あ
る
か
ら
、
見
れ
ば
直
ぐ

分
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
大
嶺
が
手
術
に
関
し
て
、
朝
貢
団
の
長
で
あ
る
四
貢
使
に
尋
ね
ら
れ
て
明
確
に
返
答
出
来
な
か
っ
た
事
項

は
、
「
薬
」
の
処
方
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

黄
会
友
が
、
徳
明
に
仲
々
教
授
し
な
か
っ
た
内
容
と
い
う
の
も
、
手
術
方
法
で
あ
っ
た
と
す
る
よ
り
も
「
薬
」
に
関
す
る
秘
伝
で
あ
っ
た
可

に
富
む
も
の
で
あ
る
。

一
世
一
伝
の
秘
法
は
薬
法
つ
ま
り
薬
の
処
方
で
あ
っ
て
、
決
し
て
手
術
法
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
「
薬
品
」
な
ど
と
い
う
薬
に
つ
い
て
の
記
載
は
「
魏
姓
家
譜
」
の
中
に
前
に
引
用
し
た
よ
う
に
四
ヶ
所
披
見
さ
れ
る
。

少
し
読
み
や
す
い
よ
う
に
左
に
改
め
て
抄
出
し
て
お
く
。

康
熈
二
十
七
年
（
番
号
、
読
点
、
○
印
は
筆
者
に
よ
る
）

０
０
０
○
○
０

－
、
大
嶺
為
妙
其
術
、
学
此
法
、
買
薬
品
而
帰

○
○
○

二
、
有
祖
、
伝
補
唇
苛
方
、
周
施
四
方
、
療
治
欠
唇
、
然
此
薬
方
一
世
一
伝
、
雌
親
友
不
敢
伝
之
是
吾
祖
宗
之
遣
令
也

○
Ｃ
Ｏ
０
０
Ｃ
Ｏ
０
０

三
、
中
国
与
琉
球
、
以
地
気
相
異
為
試
薬
性
、
己
巳
八
月
干
、
大
里
間
切
島
袋
村
男
壱
人
、
同
嶺
江
村
女
壱
人
、
両
人
子
一
座
療
治
、
教
Ｅ
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右
に
よ
れ
ば
、
日
大
嶺
が
福
州
で
黄
会
友
か
ら
購
入
し
た
の
は
「
薬
口
凹
、
口
黄
会
友
の
秘
伝
は
「
薬
方
」
、
白
徳
明
が
琉
球
で
実
験
し
た
の

は
「
薬
性
」
、
そ
し
て
四
尚
益
の
手
術
時
に
徳
明
が
大
嶺
詮
雄
に
準
備
さ
せ
た
の
は
「
薬
口
座
で
あ
る
。

さ
て
、
右
の
「
薬
」
の
本
態
が
何
で
あ
っ
た
か
は
辞
句
の
上
か
ら
は
即
断
を
許
さ
な
い
。

し
か
し
手
術
に
関
連
し
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
薬
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
薬
の
こ
と
が
繰
り
返
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

（
４
）
Ｉ
（
８
）

る
。
従
来
の
研
究
者
は
、
こ
れ
を
直
ち
に
全
身
麻
酔
薬
と
し
て
い
る
が
、
十
分
な
考
察
な
し
に
文
面
の
み
か
ら
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の
は
、

短
絡
も
甚
だ
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
「
薬
」
の
素
姓
を
推
定
す
る
に
全
く
手
懸
り
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

第
一
に
手
術
に
必
須
な
薬
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
薬
が
手
術
に
関
連
し
て
大
変
重
要
な
役
割
を
果
し
た
か
ら
こ
そ
、
「
魏
姓

家
譜
」
の
中
で
も
四
回
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
徳
明
が
尚
益
の
手
術
を
行
う
以
前
に
、
琉
球
に
お
い
て
都
合
五
人
の
補
唇
の
術
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
事
実
は
、
尚
貞
王
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
王
朝
の
重
臣
が
、
徳
明
の
手
術
の
技
術
を
確
認
す
る
た
め
で
あ
り
、
さ
ら
に
手
術
に
関
連
し
て
用
い
ら
れ
る
薬
の
効
果
を
試
験

す
る
た
め
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
薬
は
あ
る
い
は
尚
益
の
生
命
に
も
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

尚
益
の
手
術
を
行
う
前
に
、
合
計
五
人
も
の
補
唇
の
術
を
行
っ
て
、
薬
の
効
果
を
試
し
た
の
で
あ
る
。
「
為
試
薬
性
」
と
い
う
字
句
か
ら
も
こ

の
こ
と
は
十
分
に
窺
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
単
な
る
薬
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
尚
益
に
行
う
前
に
、
．
五
人
の
患
者
に
も
試
す
こ
と
は

な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

四
、
本
月
二
十

令
於
内
府

右
に
よ
れ
ば
、

以
上
の
こ
と
か
ら
、
十
七
世
紀
末
と
い
う
時
代
を
も
考
慮
に
入
れ
る
と
、
「
薬
」
と
い
う
の
は
、
感
染
予
防
薬
（
抗
生
剤
）
、
消
毒
薬
、
止
血

Ｃ
Ｏ
０
０

本
月
二
十
日
、
奉
世
子
教
令
、
始
療
治
尚
益
公
、
士
哲
在
儲
内
府
三
昼
夜
、
全
愈
無
痕
、
此
時
携
務
氏
大
嶺
が
也
詮
雄
調
令
薬
品
並
使

全
癒
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８
「
薬
」
の
入
手
に
閃
す
る
推
察

「
薬
」
の
本
態
に
迫
る
前
に
、
も
う
一
つ
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

徳
明
は
「
薬
」
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
入
手
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

大
嶺
詮
雄
は
、
黄
会
友
か
ら
比
較
的
容
易
に
「
薬
品
」
を
買
う
こ
と
が
出
来
た
訳
で
あ
る
か
ら
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
高
嶺
徳
明
も
そ
れ
を

購
入
出
来
た
は
ず
で
あ
る
。
尚
益
の
手
術
は
、
琉
球
国
の
命
運
に
係
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
故
秘
伝
を
伝
授
し
て
欲
し
い
と
嘆
願
し
た
か
ら
で

あ
る
。
徳
明
が
尚
益
の
手
術
を
行
う
前
に
、
少
く
と
も
五
人
の
手
術
を
行
い
、
さ
ら
に
尚
益
に
対
し
て
二
回
の
手
術
を
行
っ
て
い
る
か
ら
元
禄

二
年
（
一
六
八
九
）
に
は
少
く
と
も
七
人
分
の
薬
を
徳
明
が
準
備
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
も
う
一
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
高
嶺
自
身
が
琉
球
に
お
い
て
、
薬
を
製
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ

ま
ず
第
一
に
「
此
時
携
蕎
氏
大
嶺
承
也
詮
雄
調
令
薬
品
並
使
令
於
内
府
」
と
い
う
字
句
で
あ
る
。
こ
れ
は
尚
益
の
手
術
に
際
し
て
用
い
ら
れ

た
「
薬
品
」
の
準
備
に
、
大
嶺
詮
雄
を
手
伝
わ
せ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
も
し
こ
の
一
‐
薬
品
」
を
徳
明
自
身
が
既
に
購
入
所
持
し
て
い
た
と

す
れ
ば
、
直
ち
に
徳
明
自
身
で
そ
れ
を
準
備
出
来
た
は
ず
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
大
嶺
の
協
力
な
ど
を
決
し
て
必
要
と
す
る
ま
で
も
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
大
嶺
が
協
力
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
少
く
と
も
「
薬
品
」
の
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
多
少
知
識
を
有
し
て
い
た
大
嶺
を
し
て
、

薬
、
解
熱
剤
、
滋
養
強
壮
剤
、
補
液
な
ど
の
類
で
は
な
く
て
、
「
手
術
」
と
密
接
に
て
不
可
分
で
あ
る
鎮
痛
薬
な
い
し
麻
酔
薬
で
あ
る
こ
と
が

容
易
に
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
生
命
に
も
関
係
す
る
と
な
れ
ば
、
単
な
る
鎮
痛
薬
と
い
う
よ
り
、
意
識
を
喪
失
さ
せ
る
全
身
麻
酔
薬
と

考
え
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

上
っ
て
来
る
。

ま
ず
第
ご

た
「
薬
品
」
（

る
C

こ
の
点
に
関
し
て
改
め
て
「
魏
姓
家
譜
」
を
詳
細
に
読
象
な
お
し
て
見
る
と
、
従
来
の
研
究
者
が
見
逃
し
て
い
た
極
め
て
重
要
な
点
が
浮
び
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９
手
術
日
と
「
薬
」
の
関
係
に
つ
い
て

右
の
推
定
を
傍
証
す
る
も
う
一
つ
の
有
力
な
証
拠
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
徳
明
の
行
っ
た
手
術
日
で
あ
る
。

徳
明
は
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
五
月
二
十
日
福
州
か
ら
琉
球
に
帰
国
し
た
。
そ
し
て
、
尚
益
手
術
の
前
の
五
人
の
中
少
く
と
も
二
名
の
兎

唇
患
者
の
手
術
を
行
っ
た
の
が
八
月
で
あ
り
、
尚
益
の
手
術
を
行
っ
た
の
が
十
一
月
二
十
日
で
あ
っ
た
。

徳
明
が
福
州
か
ら
琉
球
へ
帰
国
し
て
か
ら
最
初
の
手
術
を
行
う
ま
で
、
約
三
ケ
月
の
日
時
を
要
し
て
い
る
の
は
、
薬
の
準
備
に
手
間
ど
っ
た

こ
と
に
相
違
な
い
。
欠
唇
の
患
者
を
探
索
す
る
の
は
、
琉
球
王
の
命
令
を
以
っ
て
す
れ
ば
、
一
旬
を
も
要
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
れ
以
外
に
手
術
が
遅
く
な
っ
た
理
由
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

そ
う
す
れ
ば
ど
う
し
て
八
月
ま
で
手
術
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、
薬
の
準
備
が
八
月
に
至
っ
て
漸

薬
の
調
合
に
協
力
さ
せ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
魏
姓
家
譜
」
に
は
「
中
国
与
琉
球
以
地
気
相
異
為
試
薬
性
」
と
い
う
字
句
が
披
見
さ
れ
る
。
中
国
と
琉
球
と
で
は
地
気
つ
ま
り
気

候
風
土
が
異
っ
て
い
る
か
ら
、
「
薬
」
の
効
果
も
異
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
尚
益
に
投
与
す
る
前
に
、
実
験
的
に
薬
の
効
果
を
試
し
た

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
字
句
は
大
変
重
要
な
意
義
を
有
す
る
。
も
し
徳
明
が
福
州
で
黄
会
友
か
ら
購
入
し
た
薬
を
用
い
た
な
ら
ば
、
右
の

よ
う
な
表
現
は
決
し
て
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。
と
く
に
「
地
気
」
が
異
る
と
は
言
わ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
中
国
産
の
薬
で
あ
れ
ば
む
し
ろ
、
中

国
人
と
琉
球
人
と
が
異
る
と
い
う
人
種
の
差
が
強
調
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
地
」
と
い
う
字
が
入
っ
て
い
る
こ
と
は
、
「
薬
」
が
植
物
由
来

で
あ
り
、
し
か
も
琉
球
産
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
う
と
す
れ
ば
徳
明
が
種
子
を
将
来
し
て
植
栽
し
た
か
琉
球
に
自
生
し
て

い
た
か
の
い
ず
れ
か
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
黄
会
友
が
常
時
薬
種
の
種
子
を
持
ち
歩
き
、
徳
明
が
そ
れ
を
買
っ
て
き
た
と
も
考
え
て
も
よ

い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
徳
明
の
用
い
た
「
薬
」
の
主
成
分
と
な
る
薬
草
は
、
琉
球
の
士
で
育
成
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

な
お
動
物
由
来
、
鉱
物
由
来
の
薬
で
鎮
痛
作
用
を
示
す
も
の
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
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く
完
了
し
た
か
ら
に
相
違
な
い
と
考
え
る
の
が
最
も
合
理
的
で
あ
る
。

王
孫
尚
益
に
対
す
る
手
術
は
、
そ
れ
ま
で
琉
球
国
内
で
も
曽
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
な
い
手
術
で
あ
る
か
ら
、
琉
球
王
朝
当
局
と
し
て
は
、

一
刻
で
も
早
く
、
徳
明
の
手
技
を
実
地
に
評
価
す
る
必
要
が
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
徳
明
が
帰
国
し
て
約
三
ヶ
月
後
の
八
月
ま
で
予
備
的
手
術
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
「
薬
」

が
八
月
に
な
ら
な
け
れ
ば
完
成
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
八
月
に
入
っ
て
薬
草
か
ら
鎮
痛
、
麻
酔
薬
と
し
て
の
薬
効

成
分
が
採
取
さ
れ
た
の
で
、
漸
く
「
薬
」
を
製
す
る
こ
と
が
出
来
、
そ
れ
で
予
備
的
な
手
術
が
出
来
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

徳
明
が
手
術
に
関
す
る
秘
法
を
伊
佐
敷
道
与
に
伝
授
し
た
時
期
も
、
右
の
推
定
を
十
分
に
傍
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

尚
益
の
手
術
が
大
成
功
を
収
め
た
こ
と
を
聞
い
た
島
津
藩
の
琉
球
の
在
藩
奉
行
村
尾
源
左
衛
門
は
、
徳
明
に
命
じ
て
、
奉
行
の
面
前
で
、
兎

唇
の
手
術
を
行
う
こ
と
、
そ
の
秘
術
を
奉
行
所
付
き
の
藩
医
伊
佐
敷
道
与
に
伝
授
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
が
、
こ
れ
が
実
際
に
行
わ
れ
た
の

は
、
翌
元
禄
三
年
（
ニ
ハ
九
○
）
の
九
月
（
日
付
不
詳
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
「
魏
姓
家
譜
」
に
明
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
尚
益
の
手

術
の
噂
は
、
直
ち
に
首
里
の
在
藩
奉
行
村
尾
源
左
衛
門
の
耳
に
達
し
た
は
ず
で
あ
る
。
一
旦
耳
に
入
れ
ば
、
一
刻
で
も
早
く
見
た
い
と
思
う
の

が
、
人
情
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
道
与
へ
の
伝
授
が
翌
年
の
九
月
に
な
っ
た
の
は
、
余
分
な
薬
が
な
か
っ
た
た
め
か
、
あ
る
い
は
あ
っ
た
と
し
て

も
、
王
孫
に
使
用
し
た
と
同
じ
薬
を
使
用
す
る
の
は
畏
れ
多
い
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
、
再
び
「
薬
」
を
製
る
こ
と
が
出
来
る
翌
年
に
延
期
さ
れ

が
、
人
情
で
あ
ろ
う
ｃ

も
、
王
孫
に
使
用
し
聖

た
の
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
延
期
さ
れ
た
と
し
て
も
、
何
も
九
月
ま
で
待
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
当
時
の
奉
行
の
権
力
を
考
慮
す
れ
ば
、
何
も
尚
貞

王
に
遠
慮
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
伊
佐
敷
道
与
へ
の
伝
授
が
九
月
に
な
さ
れ
た
と
い
う
蔭
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
八
月
に
な
ら
な
け
れ
ば
薬
草

か
ら
薬
効
成
分
が
収
穫
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
と
解
釈
し
た
方
が
よ
り
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

兎
唇
の
患
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
と
は
全
く
考
え
ら
れ
な
い
。
現
実
に
九
月
に
手
術
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
九
月
に
な
っ
て
急
に
手
術
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こ
れ
に
は
二
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
第
一
は
、
琉
球
王
朝
当
局
は
、
徳
明
が
八
月
以
降
に
行
っ
た
五
人
の
患
者
の
術
後
経
過
を
慎

重
に
観
察
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
い
か
に
う
ま
く
手
術
が
行
わ
れ
て
も
、
術
後
の
経
過
が
思
わ
し
く
な
く
、
手
術
創
痕
が
汚
く
、
手

術
前
と
大
差
の
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
危
険
を
犯
し
て
ま
で
も
手
術
を
行
う
必
要
は
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
黄
会
友
に
手
術
を

受
け
た
大
嶺
詮
雄
の
姉
婿
与
那
嶺
某
は
、
尚
貞
王
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
王
朝
の
重
臣
の
面
前
に
呼
び
出
さ
れ
、
そ
の
手
術
創
と
徳
明
の
行
っ
た

患
者
の
手
術
創
と
比
較
検
討
さ
れ
た
こ
と
は
、
十
二
分
に
想
像
出
来
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
比
較
に
よ
っ
て
徳
明
の
技
術
が
間
違
い
な
く
、

十
分
に
信
拠
に
足
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
一
般
に
気
温
の
高
い
季
節
の
手
術
は
術
後
感
染
の
機
会
も
多

く
な
り
、
創
痕
も
醜
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
手
術
の
時
期
と
し
て
暑
い
時
節
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
経
験
上
か
ら
も
知
ら
れ
て

い
た
。
つ
ま
り
少
し
涼
し
く
な
っ
て
か
ら
手
術
を
行
う
と
感
染
の
機
会
も
少
な
く
、
創
部
の
治
癒
も
円
滑
で
あ
る
確
率
も
高
く
な
る
。
し
た
ぶ

っ
て
緊
急
手
術
で
も
な
い
尚
益
に
対
す
る
補
唇
の
術
は
、
真
夏
を
避
け
て
十
一
月
二
十
日
と
い
う
低
い
気
温
の
時
期
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
昭
）

因
に
、
旧
暦
八
月
つ
ま
り
現
在
の
九
月
の
沖
縄
の
平
均
気
温
は
摂
氏
二
七
・
一
度
で
、
旧
十
一
月
つ
ま
り
現
在
の
十
二
月
の
平
均
気
温
は
一

八
・
一
度
で
あ
り
、
そ
の
差
は
九
・
○
度
で
あ
る
。
沖
縄
で
元
禄
二
、
三
年
に
は
、
と
く
に
気
温
が
低
か
っ
た
と
か
、
冷
害
で
あ
っ
た
と
い
う

記
録
は
な
い
。
な
お
十
一
月
二
十
日
が
特
別
縁
起
の
よ
い
日
か
否
か
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

約
三
○
○
年
も
前
の
抗
生
物
質
な
ど
の
全
く
な
か
っ
た
時
代
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
平
均
九
・
○
度
と
い
う
温
度
差
は
、
決
し
て
無
視

出
来
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
十
分
に
理
解
さ
れ
る
と
思
う
。

で
は
術
後
の
感
染
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
尚
益
の
手
術
の
前
に
、
五
人
の
島
民
の
手
術
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
少
し
理
屈
に
合
わ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
反
論
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

可
能
な
兎
唇
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
無
視
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。

で
は
尚
益
の
手
術
が
、
何
故
八
月
よ
り
も
さ
ら
に
三
ヶ
月
も
後
の
十
一
月
二
十
日
に
な
っ
て
行
わ
れ
た
か
と
い
う
疑
問
に
も
答
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
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鎮
痛
、
麻
酔
作
用
を
有
す
る
薬
物
と
し
て
は
、
種
々
の
物
質
を
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

（
皿
）

歴
史
的
に
考
察
し
て
も
、
古
代
か
ら
近
世
に
至
る
ま
で
鎮
痛
薬
の
す
べ
て
は
、
植
物
由
来
で
あ
っ
て
、
動
物
、
鉱
物
由
来
の
も
の
は
な
か
っ

た
。
一
八
四
六
年
（
弘
化
三
年
）
の
モ
ー
ト
ン
に
よ
る
エ
ー
テ
ル
麻
酔
の
公
開
実
験
以
来
、
種
々
の
合
成
麻
酔
薬
が
普
及
し
た
が
、
そ
れ
以
前

は
専
ら
自
然
界
の
植
物
に
麻
酔
薬
が
求
め
ら
れ
た
。

中
国
に
お
い
て
も
、
動
物
、
鉱
物
由
来
の
薬
物
は
、
強
精
、
不
老
長
寿
の
薬
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
更
言
う
ま
で
も
な
く
、
麻
酔

や
手
術
に
関
連
し
て
の
使
用
に
関
す
る
史
料
は
、
皆
無
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
徳
明
の
使
用
し
た
薬
物
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
鉱
物
、
動
物
由

来
で
あ
る
こ
と
は
考
慮
の
対
象
か
ら
除
外
し
て
も
一
向
に
差
し
支
え
な
い
。

「
魏
姓
家
譜
」
中
の
「
中
国
与
琉
球
以
地
気
相
異
」
と
い
う
辞
句
と
、
右
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
徳
明
の
「
薬
」
は
植
物
由
来
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
強
力
な
麻
酔
作
用
、
鎮
痛
作
用
を
有
す
る
植
物
と
し
て
、
マ
ン
ド
レ
ー
ク
（
マ
ン
ド
ラ
ゴ
ラ
）
、

ケ
シ
、
朝
鮮
ア
サ
ガ
オ
（
曼
陀
羅
花
）
、
コ
カ
、
大
麻
、
附
子
な
ど
が
一
般
の
人
為
に
よ
く
知
ら
れ
、
こ
の
ほ
か
に
中
南
米
の
あ
る
種
の
サ
ポ
テ

示
唆
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

徳
明
は
真
夏
の
八
月
は
手
術
を
行
う
上
で
決
し
て
最
適
の
季
節
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
黄
会
友
か
ら
伝
授
を
受
け
た

の
も
比
較
的
寒
い
二
月
で
あ
っ
た
。
徳
明
は
十
分
に
こ
の
こ
と
は
知
っ
て
い
た
に
相
違
な
い
。
し
か
し
一
刻
で
も
早
く
尚
益
の
兎
唇
を
手
術
に

よ
っ
て
癒
し
た
い
と
い
う
琉
球
王
尚
貞
お
よ
び
重
臣
た
ち
の
命
令
で
、
彼
は
止
む
を
得
ず
に
予
備
的
手
術
を
薬
が
入
手
出
来
る
と
す
ぐ
の
八
月

に
行
っ
た
も
の
と
、
著
者
は
解
釈
し
た
い
。

ケ
シ
、
朝
鮮
ア
サ
ガ
オ
（
曼
陀
羅
花
）
、
コ

ン
（
・
ヘ
ョ
ー
テ
）
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
よ
う
。

皿
「
薬
」
の
本
態

以
上
の
よ
う
な
考
察
に
よ
っ
て
徳
明
が
手
術
に
用
い
た
薬
は
、
鎮
痛
薬
、
麻
酔
薬
、
強
い
て
言
え
ば
、
全
身
麻
酔
薬
で
あ
っ
た
こ
と
が
強
く
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東
か
ら
ジ
ャ
ワ
・
ス
マ
ト
ニ

は
全
く
は
否
定
出
来
な
い
。

右
の
植
物
の
中
、
十
七
世
紀
末
と
い
う
時
代
と
中
国
か
ら
渡
来
と
い
う
因
子
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
対
象
と
な
る
の
は
、
ケ
シ
、
朝
鮮
ア
サ

ガ
オ
、
大
麻
、
附
子
、
羊
郷
燭
な
ど
に
限
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

ケ
シ
は
少
く
と
も
唐
代
に
は
中
国
に
伝
来
し
て
い
る
が
、
雷
粟
殼
と
し
て
で
あ
り
、
阿
片
の
鎮
痛
効
果
が
知
ら
れ
た
の
は
、
極
め
て
遅
く
、

明
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
李
時
珍
が
「
本
草
綱
目
」
を
上
梓
し
た
際
、
嬰
粟
の
薬
効
に
つ
い
て
は
、
玉
璽
の
「
医
林
集
要
」
か
ら
引
用
し

て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し
「
医
林
集
要
」
に
し
て
も
、
阿
片
の
主
な
る
薬
効
を
止
潟
剤
と
見
て
お
り
、
手
術
に
関
連
し
て
の
鎮
痛
薬
、
麻

酔
薬
と
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
。
中
国
の
清
朝
に
お
い
て
も
阿
片
が
手
術
に
関
連
し
て
鎮
痛
薬
、
麻
酔
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
い
う
史
料

も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

は
皆
無
で
あ
る
。

そ
の
七
十
三
の
「
血
小
便
の
薬
」
の
処
方
と
し
て
、
「
け
し
三
勺
」
が
、
青
燈
心
（
い
ぐ
さ
）
壱
束
、
石
菖
蒲
の
根
壱
束
、
ひ
ら
も
し
ゆ
る

（
ひ
ら
む
し
ろ
）
壱
束
、
ま
か
や
の
根
壱
束
、
麦
い
ち
ょ
び
の
根
壱
束
、
桑
の
ひ
き
壱
束
、
黒
ご
ま
三
勺
、
と
共
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
見
え
て

三
勺
と
あ
る
か
ら
こ
の
「
け
、

を
目
的
と
し
た
も
の
で
も
な
い
。

（
錫
）

沖
縄
に
「
楊
氏
医
方
類
聚
」
と
い
う
一
本
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
題
名
を
欠
く
が
、
楊
氏
の
野
国
家
に
伝
え
ら
れ
た
和
本
で
あ
る
た
め
仮
に

こ
の
名
が
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
主
と
し
て
民
間
に
伝
わ
っ
た
処
方
を
集
め
た
も
の
で
、
遅
く
と
も
一
七
五
○
年
代
の
後
半
に
完
成
さ
れ
た

、
い
〉
（
》
０

王
朝
時
代
の
琉
球
へ
の
雷
粟
の
渡
来
に
関
し
て
は
、
全
く
考
究
さ
れ
て
い
な
い
が
、
嬰
粟
の
ア
ジ
ァ
ヘ
の
伝
搬
経
路
の
一
つ
、
つ
ま
り
中
近

か
ら
ジ
ャ
ワ
・
ス
マ
ト
ラ
辺
を
経
由
し
て
中
国
南
方
へ
至
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
比
較
的
早
い
時
期
に
琉
球
へ
も
伝
来
し
て
い
た
可
能
性

し
か
し
本
書
に
よ
っ
て
少
く
と
も
一
七
五
○
年
代
に
琉
球
に
ケ
シ
が
自
生
し
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
け
し
」
は
「
け
し
粒
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
く
鎮
痛
作
用
を
持
っ
て
い
な
い
。
ま
た
こ
の
処
方
で
も
鎮
痛
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さ
ら
に
近
世
の
中
国
に
お
い
て
も
、
全
身
麻
酔
を
目
的
と
し
た
大
麻
の
使
用
は
、
文
献
的
に
も
皆
無
に
近
く
、
そ
の
実
証
も
な
い
。

（
Ⅳ
）

最
近
北
京
の
中
医
学
研
究
院
、
中
国
医
史
文
献
研
究
所
の
李
経
緯
氏
は
、
中
国
に
お
け
る
外
科
の
歴
史
を
概
説
し
て
、
麻
酔
法
に
つ
い
て
も

（
肥
）

言
及
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
宋
代
の
寶
材
の
「
扁
鵲
心
書
」
（
二
四
六
）
に
記
載
さ
れ
た
麻
酔
薬
「
睡
聖
散
」
を
紹
介
し
た
。
睡
聖
散
は
「
山

茄
花
」
す
な
わ
ち
朝
鮮
ア
サ
ガ
オ
と
「
火
麻
花
」
つ
ま
り
大
麻
を
等
分
の
成
分
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
灸
時
の
瘻
痛
に
対
し
て
用
い
る
と
し
て

「
人
難
忍
交
火
灸
痛
、
服
此
即
昏
睡
不
知
痛
、
亦
不
傷
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

火
麻
花
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
註
し
て
「
八
月
収
、
按
八
月
中
火
麻
花
已
過
時
恐
作
七
月
為
是
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
も
「
麻
酔
」
と
は
記
さ
れ

渡
来
し
た
と
す
れ
ば
、
何
時
な
の
か
な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
だ
け
の
資
料
か
ら
は
断
定
不
能
で
あ
る
。

な
お
も
う
一
つ
の
中
国
へ
の
ル
ー
ト
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
由
し
た
も
の
で
あ
る
。

阿
片
の
薬
効
を
中
国
で
比
較
的
早
期
に
記
し
た
王
璽
は
長
年
ト
ル
フ
ァ
ン
の
知
事
を
し
て
い
た
。
彼
は
、
中
近
東
で
は
早
く
か
ら
知
ら
れ
て

い
た
が
、
中
国
で
は
そ
れ
ま
で
余
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
薬
物
と
し
て
の
嬰
粟
の
知
識
を
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
て
入
手
し
た
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
そ
の
後
も
中
国
で
は
こ
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
由
し
て
入
っ
た
嬰
粟
の
情
報
が
全
国
的
に
普
及
し
て
い
く
訳
で
あ
る
か
ら
、
例
え

嬰
粟
が
早
い
時
期
に
南
海
ル
ー
ト
で
商
さ
れ
た
と
し
て
も
、
食
料
や
鑑
賞
用
の
花
と
し
て
の
嬰
粟
で
あ
り
、
阿
片
採
取
を
目
的
と
し
た
も
の
で

は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
阿
片
を
採
取
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
手
術
時
の
痙
痛
に
応
用
す
る
こ
と
は
全
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

は
、
そ
の
手
術
へ
の
応
用
と
い
う
類
例
が
全
く
皆
無
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
容
易
に
立
証
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
徳
明
の
用
い
た
薬
が
阿

片
で
あ
る
可
能
性
は
全
く
な
い
と
見
て
も
差
し
支
え
な
い
。

（
蝿
）

既
に
旧
著
に
お
い
て
、
最
近
の
植
物
育
種
学
、
歴
史
学
な
ど
の
知
見
を
綜
合
し
て
例
の
華
佗
の
時
代
の
中
国
に
お
け
る
大
麻
は
、
麻
酔
性
幻

覚
性
を
発
揮
す
る
主
た
る
薬
効
成
分
で
あ
る
テ
ト
ラ
ハ
イ
ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
（
Ｔ
Ｈ
Ｃ
）
を
生
成
出
来
な
い
種
類
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

を
推
察
し
た
。
し
た
が
っ
て
華
佗
が
大
麻
を
使
用
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
は
イ
ラ
ン
的
要
素
が
多
分
に
含
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す

を
推
察
し
た
。
、

と
考
え
ら
れ
る
。
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て
お
ら
ず
、
意
識
を
失
う
こ
と
を
「
昏
睡
」
と
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

朝
鮮
ア
サ
ガ
オ
の
「
山
茄
花
」
に
つ
い
て
は
「
八
月
収
」
、
大
麻
の
「
火
麻
花
」
に
つ
い
て
は
「
八
月
収
、
按
八
月
中
火
麻
花
已
過
時
恐
作

七
月
為
是
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
朝
鮮
ア
サ
ガ
オ
は
八
月
に
採
り
、
大
麻
に
つ
い
て
は
、
収
穫
の
時
期
を
八
月
と
し
て
は
少
し
遅
く
、
し
た
が
っ

て
一
ケ
月
前
の
七
月
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

そ
う
す
れ
ば
朝
鮮
ア
サ
ガ
オ
の
八
月
収
穫
は
、
八
月
に
入
っ
て
収
穫
し
た
と
す
る
前
述
の
私
の
推
定
と
一
致
す
る
が
、
大
麻
に
つ
い
て
は
矛

盾
す
る
。
さ
ら
に
大
麻
を
手
術
時
の
麻
酔
に
応
用
し
た
処
方
は
、
極
め
て
少
な
い
。
徳
明
が
大
麻
を
使
用
し
た
可
能
性
が
皆
無
と
は
言
え
な
い

ま
で
も
、
次
に
述
べ
る
曼
陀
羅
花
に
比
較
す
る
と
可
能
性
は
ず
っ
と
小
さ
い
。

大
麻
は
非
常
に
古
い
時
代
か
ら
中
国
に
自
生
し
あ
る
い
は
植
栽
さ
れ
て
い
た
。

も
し
大
麻
が
相
当
古
い
時
期
か
ら
中
国
全
土
に
お
い
て
、
骨
折
な
ど
を
含
め
た
い
わ
ゆ
る
手
術
に
応
用
さ
れ
て
き
た
と
す
る
な
ら
ば
、
朝
鮮

ア
サ
ガ
オ
と
同
様
に
も
う
少
し
多
く
の
文
献
に
頻
繁
に
そ
の
名
が
披
見
さ
れ
て
も
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。

蘇
頌
の
「
図
経
本
草
」
に
「
腕
折
を
主
と
す
、
骨
痛
忍
ぶ
べ
か
ら
ざ
れ
ぱ
、
大
麻
の
根
及
び
葉
を
用
う
、
搗
き
て
汁
を
取
り
、
一
升
之
を
飲

む
、
非
な
る
時
は
、
即
ち
麻
汁
を
煮
乾
し
て
服
す
、
亦
同
じ
」
と
あ
る
の
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
中
国
に
お
い
て
大
麻
の
麻
酔
へ
の
応
用
を
記
し
た
文
献
が
少
な
い
の
は
、
前
に
記
し
た
よ
う
に
、
古
代
中
国
の
大
麻
が
、
テ
ト

ラ
ハ
イ
ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
を
生
成
出
来
な
い
種
が
大
半
を
占
め
、
テ
ト
ラ
ハ
イ
ド
ロ
ヵ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
を
生
成
可
能
な
大
麻
が
極
め
て
少

な
い
か
、
あ
る
い
は
そ
の
自
生
が
遅
れ
中
国
に
将
来
植
栽
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
一
見
同
じ
よ
う
な
大
麻
を
採
集
し
て
用
い
て
も
、
実
質
的
に
そ
の
薬
効
が
異
っ
て
不
均
一
で
あ
っ
た
た
め
、
人
為
が
そ
の
薬
効

に
疑
い
を
持
ち
実
際
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
徐
々
に
減
少
し
て
い
っ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
Ⅳ
）

前
記
の
李
の
文
献
で
も
大
麻
に
つ
い
て
は
、
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

曼
陀
羅
花
は
、
今
更
言
う
ま
で
も
な
く
、
本
邦
で
は
、
華
岡
青
洲
の
麻
酔
薬
の
「
通
仙
散
」
の
主
成
分
と
し
て
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
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皿
本
土
へ
の
伝
搬

高
嶺
徳
明
が
黄
会
友
か
ら
伝
授
を
う
け
た
薬
の
秘
法
つ
ま
り
処
方
は
、
島
津
藩
藩
医
伊
佐
敷
道
与
に
よ
っ
て
鹿
児
島
に
伝
え
ら
れ
た
。
道
与

へ
の
伝
授
は
、
島
津
藩
の
在
藩
奉
行
村
尾
源
左
衛
門
の
命
令
に
従
っ
た
も
の
で
、
徳
明
と
い
え
ど
も
こ
れ
に
は
従
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の

で
あ
る
。
徳
明
が
琉
球
王
の
命
令
で
こ
の
秘
方
を
王
朝
の
医
者
の
元
達
と
良
心
に
伝
授
し
た
の
は
、
道
与
に
伝
授
し
た
元
禄
三
年
（
ニ
ハ
九
○
）

に
遅
れ
る
こ
と
二
十
四
年
も
後
の
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
で
あ
っ
た
。

「
魏
姓
家
譜
」
の
康
煕
五
十
三
年
の
条
に
は
、
「
三
月
蒙
聖
命
、
補
唇
之
療
法
使
課
御
医
者
元
達
良
心
、
士
哲
敢
一
世
一
伝
之
法
、
試
依
為
国

家
教
彼
両
人
、
従
此
補
唇
之
医
法
国
中
広
焉
」
と
あ
る
。

一
世
一
伝
の
秘
法
で
あ
っ
た
が
、
国
家
の
た
め
に
な
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
敢
え
て
秘
術
を
元
達
良
心
に
伝
授
し
た
が
、
「
補
唇

之
医
法
」
手
術
の
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
な
が
ら
、
「
薬
」
の
処
方
に
関
す
る
も
の
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
「
従
此
補
唇
之
医
法
国
中
広
焉
」
と
あ
る
か
ら
、
大
約
の
処
方
の
内
容
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
他
の
医
者
た
ち
に
も
伝

（
岨
）

宗
田
は
、
青
洲
の
通
仙
散
は
、
彼
自
身
の
開
発
し
た
も
の
で
は
な
く
、
花
井
、
大
西
の
処
方
を
改
変
、
つ
ま
り
、
曼
陀
羅
花
の
量
を
増
量
し

て
、
溶
媒
の
酒
を
、
水
に
代
え
て
吸
収
度
を
抑
え
た
も
の
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
曼
陀
羅
花
の
内
容
を
記
す
最
初
の
文
献
と
し
て
危
亦

林
の
「
世
医
得
効
方
」
（
二
一
三
七
）
を
掲
げ
て
い
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
中
国
で
は
そ
れ
よ
り
約
二
○
○
年
も
前
の
「
扁
鵲
心
耆
」
に
お

い
て
す
で
に
曼
陀
羅
花
が
灸
時
の
痛
翠
を
抑
え
る
の
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
扁
鵲
心
書
」
の
睡
聖
散
を
は
じ
め
と
し
て
、
中
国
で
は
伝
統
的
に
鎮
痛
や
麻
酔
の
た
め
、
曼
陀
羅
花
や
烏
頭
を
主
成
分
と
す
る
薬
物
が
草

（
鋤
×
別
）
（
認
）

烏
散
、
蒙
汗
薬
な
ど
と
呼
称
さ
れ
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
改
め
て
詳
細
に
論
ず
る
予
定
で
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
は
、
少
く
と
も
黄
会
友
が
高
嶺
徳
明
に
秘
伝
と
し
て
伝
授
し
た
処
方
の
中
に
も
曼
陀
羅
花
と
烏
頭
が
包
含
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高

い
と
見
て
差
し
支
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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え
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
琉
球
は
本
土
と
頻
繁
な
交
渉
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
時
間
的
に
は
多
少
遅
れ
た
か
も
知

れ
な
い
が
、
そ
の
秘
方
が
本
土
に
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

事
実
、
す
で
に
元
禄
三
年
（
一
六
九
○
）
に
伊
佐
敷
道
与
に
よ
っ
て
少
く
と
も
一
回
は
鹿
児
島
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
情
報
が
さ
ら
に
、
京
阪
へ
と
伝
搬
さ
れ
た
可
能
性
も
決
し
て
否
定
出
来
な
い
。

一
般
に
秘
法
と
す
れ
ば
す
る
程
、
そ
れ
が
普
及
さ
れ
易
く
な
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
阿
片
を
含
ん
だ
津
軽
一
粒
金
丹
は
、
「
他
邦
に
な
き

秘
薬
」
と
称
さ
れ
た
が
、
そ
の
処
方
の
些
細
な
点
ま
で
も
一
般
に
周
知
の
事
実
で
あ
っ
た
と
い
う
好
例
を
示
す
こ
と
が
出
来
る
。

徳
明
が
福
州
か
ら
将
来
し
た
補
唇
の
秘
法
と
く
に
麻
酔
薬
の
処
方
は
、
徐
左
に
で
は
あ
ろ
う
が
、
本
土
の
医
者
た
ち
の
耳
に
達
し
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
少
く
と
も
当
時
日
本
の
医
者
た
ち
が
、
大
い
に
関
心
を
も
っ
て
求
め
て
い
た
の
が
、
麻
酔
薬
に

道
与
が
こ
の
秘
法
を
他
人
に
知
ら
せ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
殆
ど
徳
明
か
ら
伝
授
さ
れ
た
と
同
じ
も
の
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
徳
明
が
元

達
、
良
心
に
伝
授
し
、
琉
球
国
中
に
普
及
し
、
そ
れ
が
さ
ら
に
本
土
の
医
者
に
も
伝
え
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
徳
明
が
道
与
に
伝
授
し
て

か
ら
三
十
年
以
上
も
経
過
し
た
時
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
後
者
が
可
能
性
と
し
て
ず
っ
と
大
き
い
こ
と
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な

う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
何
故
《

関
す
る
知
識
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
う
と
す
れ
ば
、
三
十
年
間
以
上
も
の
間
に
、
処
方
の
内
容
が
、
琉
球
の
医
者
に
よ
っ
て
一
部
改
善
さ
れ
る
可
能
性
も
否
定
出
来
ず
、
否
む

し
ろ
時
代
と
共
に
少
し
は
改
善
改
良
さ
れ
て
行
く
の
が
処
方
の
運
命
で
も
あ
ろ
う
。

、

し、
0

咽
「
薬
」
の
処
方
に
関
す
る
推
察

も
し
徳
明
に
よ
っ
て
福
州
か
ら
将
来
さ
れ
た
処
方
が
、
伊
佐
敷
道
与
な
ど
を
通
じ
て
、
本
土
に
伝
え
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
秘
伝
で
あ
る
が
故

に
記
録
さ
れ
、
ど
こ
か
に
そ
の
痕
跡
が
遺
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
少
く
と
も
徳
明
は
秘
伝
を
巻
物
に
し
て
鹿
児
島
の
村
尾
源
左
衛
門
と
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こ
の
六
味
の
処
方
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
、
「
琉
球
津
為
志
」
を
含
む
こ
と
で
あ
る
。

（
型
）

琉
球
つ
つ
じ
が
南
京
梅
、
茶
蘭
、
シ
ュ
ロ
テ
ク
、
風
車
な
ど
と
共
に
本
土
に
渡
来
し
た
の
は
、
正
保
二
年
中
（
一
六
四
四
’
一
六
四
七
）
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
本
土
に
渡
来
し
た
と
い
っ
て
も
、
何
百
本
も
移
入
さ
れ
た
訳
で
は
な
く
、
鑑
賞
用
に
極
め
て
少
数
が
好
事
家
の
手
に
入
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
琉
球
つ
つ
じ
は
原
産
が
中
国
で
、
琉
球
、
平
戸
を
経
て
本
土
に
渡
来
し
た
と
い
う
。
し
か
し
「
琉
球
つ
つ
じ
」
そ
の
も
の
は
琉

球
に
な
か
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
「
琉
球
の
つ
つ
じ
」
の
意
で
あ
る
と
解
釈
し
た
い
。

も
し
右
の
処
方
が
琉
球
を
経
由
し
な
い
で
、
直
接
中
国
か
ら
本
土
に
伝
え
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
琉
球
の
象
に
産
す
る
「
琉
球
の
つ
つ
じ
」
が

両
者
を
比
較
し
て
見
る
と
、

と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

（
蹄
）

中
川
修
亭
は
、
「
麻
薬
考
」
と
い
う
一
書
を
著
わ
し
、
そ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
鎮
痛
、
麻
酔
薬
の
処
方
を
一
括
収
載
し
た
。
修
亭
の
序
文

は
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
の
日
附
を
有
す
る
か
ら
、
遅
く
と
も
寛
政
八
年
ま
で
に
完
成
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
後
に
文
政
九
年
（
一
八
三
○

（
型
）

大
江
三
谷
が
刊
行
し
た
「
外
療
秘
薬
考
、
一
名
麻
薬
考
」
は
、
修
亭
の
「
麻
薬
考
」
の
剰
窃
本
と
称
さ
れ
る
。

さ
て
修
亭
の
「
麻
薬
考
」
に
は
、
合
計
十
九
の
処
方
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
左
記
の
処
方
が
注
目
さ
れ
る
。

曼
陀
ｌ
花
二
菱
草
烏
頭
二
妻
篦
麻
子
琉
球
津
為
志
川
弓
蒼
尤
各
一
妻

右
為
散
以
酒
服
二
妻
薬
毒
不
鮮
者
用
緑
豆
湯
可
也

こ
の
処
方
は
「
外
療
秘
薬
考
」
で
は
「
蔓
陀
羅
花
二
妻
草
烏
頭
妙
二
隻
箆
比
麻
子
琉
球
津
を
志
川
弩
唐
蒼
尤
各
一
美
右

六
味
。
為
細
末
。
以
温
酒
服
二
菱
。
薬
毒
不
解
者
。
用
緑
豆
湯
可
也
。
」
と
な
っ
て
い
る
。

両
者
を
比
較
し
て
見
る
と
、
殆
ど
同
一
で
あ
る
が
、
僅
か
に
、
後
者
で
「
草
烏
頭
」
に
「
妙
」
が
付
け
加
え
ら
れ
、
「
蒼
尤
」
が
「
唐
蒼
尤
」

り
、
常
道
で
も
あ
る
。

伊
佐
敷
道
与
に
与
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

他
に
方
法
が
残
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
は
、
た
と
え
い
く
ら
少
な
い
可
能
性
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
痕
跡
を
求
め
る
の
が
研
究
の
王
道
で
あ
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わ
ざ
わ
ざ
処
方
の
中
に
付
け
加
え
ら
れ
る
可
能
性
は
極
め
て
少
な
い
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
処
方
が
本
土
で
開
発
さ
れ
た
と

考
え
る
こ
と
も
出
来
る
が
、
本
土
の
医
者
が
わ
ざ
わ
ざ
本
土
で
入
手
困
難
な
「
琉
球
の
つ
つ
じ
」
を
処
方
の
一
部
に
加
え
る
こ
と
も
な
か
っ
た

処
方
を
改
変
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
少
く
と
も
あ
る
程
度
経
験
を
し
た
上
で
な
い
と
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
「
琉
球
の
つ

つ
じ
」
が
処
方
の
一
部
に
加
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
本
土
で
付
け
加
え
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
琉
球
に
お
い
て
な
さ
れ

て
、
後
に
そ
れ
が
本
土
の
方
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
た
方
が
よ
り
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
釦
）
（
班
）

前
出
の
「
石
室
秘
録
」
や
「
新
撰
薬
性
会
元
」
の
中
に
披
見
さ
れ
る
麻
酔
薬
に
は
、
い
ず
れ
も
「
羊
螂
喝
」
が
主
成
分
と
し
て
用
い
ら
れ
て

（
虹
）

い
る
。
と
く
に
「
新
撰
薬
性
会
元
」
に
お
い
て
は
、
「
羊
卿
燭
、
味
辛
温
有
大
毒
、
其
花
似
萱
草
花
、
甚
不
可
服
、
誤
則
人
臘
科
昏
倒
一
昼
夜

如
用
可
拝
焼
酒
三
次
、
即
無
慮
突
同
宿
羅
花
川
鳥
草
烏
合
未
即
蒙
汗
薬
」
と
あ
る
。

つ
ま
り
羊
騨
喝
が
蒙
汗
薬
つ
ま
り
全
身
麻
酔
薬
処
方
の
一
成
分
と
し
て
用
い
ら
れ
た
明
白
な
証
拠
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
琉
球
に
お
い
て
、
こ
の
処
方
を
作
る
と
す
れ
ば
、
中
国
の
羊
卿
崎
は
入
手
困
難
で
あ
る
か
ら
、
羊
卿
燭
（
日
本
の
れ
ん
げ
つ
つ
じ

嗣
言
Ｑ
ｏ
ｇ
①
且
８
国
」
§
Ｏ
ａ
２
日
唖
巨
『
旨
い
の
漢
名
が
羊
卿
喝
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
誤
用
で
、
羊
鄭
燭
は
支
那
産
の
四
〕
Ｏ
ｑ
ｏ
烏
目
司
○
口
目
○
一
一
①
⑦
．
□
○
口
で
あ

る
と
い
う
）
の
代
り
に
「
琉
球
の
つ
つ
じ
」
を
代
用
す
る
の
は
極
め
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

（
認
）

し
た
が
っ
て
右
に
示
し
た
中
川
修
亭
の
「
麻
薬
考
」
に
披
見
さ
れ
る
処
方
は
、
元
来
中
国
か
ら
渡
来
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
初
は
「
琉
球

っ
つ
じ
一
の
代
り
に
「
羊
鄭
崎
」
が
含
ま
れ
て
い
た
も
の
と
解
さ
れ
、
そ
れ
が
琉
球
に
伝
え
ら
れ
た
時
に
「
羊
郷
燭
」
が
「
琉
球
の
つ
つ
じ
」

は
ず
で
あ
る
。

断
出
来
な
い
。

こ
の
よ
う
な
改
変
が
行
わ
れ
た
の
が
、
い
つ
で
あ
る
か
全
く
不
詳
で
あ
る
が
、
こ
の
改
変
は
琉
球
の
高
嶺
徳
明
や
そ
の
系
統
の
人
々
を
除
外

し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
徳
明
自
身
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
徳
明
か
ら
伝
授
を
受
け
た
人
が
改
変
し
た
も
の
か
は
直
ち
に
判

つ
つ
じ
」
の
代
り
に
「
羊
胤
喝
」

に
改
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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し
か
し
史
料
不
足
の
た
め
絶
対
正
し
い
か
ど
う
か
分
ら
な
い
現
在
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
あ
）

宮
崎
市
定
氏
が
大
和
石
上
神
宮
に
襲
蔵
さ
れ
る
七
支
刀
の
銘
文
の
解
読
を
記
し
た
「
謎
の
七
支
刀
」
に
お
い
て
「
現
在
の
段
階
で
は
ま
だ
ま

だ
資
料
が
不
足
で
、
ど
の
読
承
方
が
ぜ
つ
た
い
正
し
い
と
か
、
間
違
っ
て
い
る
と
か
、
断
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
状
態
に
あ
る
。
す
べ
て
は

ど
ち
ら
が
、
、
ヘ
タ
ー
か
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
に
止
ま
る
。
」
と
記
し
て
い
る
が
、
全
く
同
感
で
あ
る
。

こ
の
小
論
が
、
高
嶺
徳
明
の
事
蹟
に
関
す
る
将
来
信
拠
す
べ
き
新
資
料
が
発
掘
さ
れ
る
一
つ
の
契
機
と
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
止
ま
な
い
。

昭
お
わ
り
に

高
嶺
徳
明
が
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
琉
球
に
伝
え
た
「
薬
」
の
本
態
が
何
で
あ
る
か
、
こ
れ
ま
で
全
く
不
詳
で
あ
っ
た
が
、
わ
れ
わ
れ
に

遺
さ
れ
た
「
魏
姓
家
譜
」
中
に
披
見
さ
れ
る
「
薬
」
に
関
す
る
四
ケ
条
の
記
載
か
ら
、
可
能
な
限
り
の
文
献
学
的
考
察
を
加
え
、
曼
陀
羅
花
、

烏
頭
を
主
成
分
と
す
る
麻
酔
薬
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
た
。
琉
球
へ
伝
え
ら
れ
た
た
め
処
方
の
中
に
琉
球
つ
つ
じ
が
含
ま
れ
、
そ
れ
が
本
土
へ
伝

え
ら
れ
、
中
川
修
亭
の
「
麻
薬
考
」
の
中
の
一
処
方
と
し
て
痕
跡
を
留
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
著
者
の
推
定
が
全
く
正
し
い
か
ど
う

か
は
分
ら
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
高
嶺
徳
明
が
中
国
の
福
州
で
黄
会
友
か
ら
伝
授
さ
れ
た
秘
密
の
処
方
の
一
部
は
、
著
者
が
右
に
推
定
し
た
も
の
と
大
差
な

い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
‐

、
ノ

（
◎
白
）

／
、

、
ノ

行
ｑ
Ｕ
）

文
献

（
１
）
松
木
明
知

松
木
明
知
華
岡
青
洲
の
麻
酔
法
の
ル
ー
ツ
を
尋
ね
て
日
本
医
事
新
報
三
一
五
五
号
五
十
九
頁

松
木
明
知
本
邦
に
全
身
麻
酔
を
伝
え
た
高
嶺
徳
明
の
事
蹟
日
本
医
史
学
雑
誌
三
○
巻
二
号

五
回
日
本
医
史
学
会
総
会
発
表

四
頁

琉
球
に
麻
酔
法
を
将
来
し
た
高
嶺
徳
明
麻
酔
科
学
の
バ
イ
オ
｜
ニ
ノ
た
ち
麻
酔
科
学
史
研
究
序
説
克
誠
堂
昭
和
五
十
八
年
十

昭
和
五
十
九
年

一
四
四
頁
昭
和
五
十
九
年
四
月
第
八
十
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楊
氏
医
方
類
聚
沖

前
出
①
の
九
十
九
頁

東
恩
納
寛
淳
東
西
文
化
の
か
け
橋
と
な
っ
た
沖
縄
第
二
話
全
身
麻
酔
（
中
）
沖
縄
タ
イ
ム
ス
一
九
五
八
年
二
月
十
一
日

東
恩
納
寛
淳
高
嶺
徳
明
ｌ
琉
球
に
お
け
る
全
身
麻
酔
外
科
手
術
の
創
始
者
医
謹
複
刊
十
八
号
一
七
八
九
頁
昭
和
三
十
三
年

金
城
清
松
琉
球
医
学
史
概
説
医
謹
複
刊
二
八
号
一
二
一
七
頁
昭
和
三
十
八
年

佐
藤
八
郎
こ
の
人
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
ｌ
高
嶺
徳
明
（
魏
士
哲
）
の
こ
と
‐
ｌ
鹿
児
島
医
師
会
報
昭
和
四
十
七
年
六
月
一
日
号

嘉
手
納
宗
徳
補
唇
の
術
の
先
駆
者
大
嶺
詮
雄
沖
縄
タ
イ
ム
ス
一
九
八
一
年
十
二
月
三
日

星
栄
一
江
戸
時
代
前
期
の
唇
裂
手
術
形
成
外
科
一
九
巻
四
号
三
一
○
頁
昭
和
五
十
一
年

那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
那
覇
市
史
資
料
篇
一
巻
六
号
家
譜
資
料
口
の
上
二
三
頁

野
尻
抱
影
星
と
東
方
美
術
恒
星
社
昭
和
四
十
六
年
一
四
九
頁

本
間
玄
調
瘍
科
秘
録
弘
化
四
年

観
光
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
那
覇
の
旅
資
料
篇
那
覇
観
光
協
会
一
九
八
一
年
四
頁

国
房
固
め
．
シ
画
ｇ
の
昌
鈩
目
○
号
目
の
い
〕
葛
．
国
の
旨
の
自
画
ｐ
ｐ
Ｆ
ｏ
ｐ
Ｑ
○
回
忌
急

楊
氏
医
方
類
聚
沖
縄
県
立
博
物
館
昭
和
五
十
六
年
覆
刻

李
経
緯
中
国
古
代
外
科
学
成
就
自
然
科
学
史
研
究
所
主
編
中
国
古
代
科
技
成
就
中
国
青
年
出
版
社
北
京
一
九
七
八
年

武
田
製
薬
株
式
会
社
杏
雨
図
書
館
所
蔵

宗
田
一
華
岡
青
洲
の
麻
酔
薬
（
通
仙
散
）
を
め
ぐ
る
諸
問
題
呉
秀
三
華
岡
青
洲
先
生
及
其
外
科
附
録
（
覆
刻
版
）
思
文
閣
昭
和
四
十
六
年

附
録

陳
士
鐸
重
刻
石
室
秘
録
雍

梅
元
実
新
撰
薬
性
会
元
萬
歴

張
介
石
資
蒙
医
経
康
煕
八
年

中
川
修
亭
麻
薬
考
文
献
十
九

大
江
三
谷
外
療
秘
薬
考
文
政

宮
崎
市
定
謎
の
七
支
刀
中
央

麻
薬
考
文
献
十
九
所
収

外
療
秘
薬
考
文
政
九
年
文
献
一
九
所
収

謎
の
七
支
刀
中
央
公
論
社
昭
和
五
十
八
年

雍
正
八
年

萬
歴
二
十
三
年
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TheSecretAnestheticusedintheRepairofa

hare-lipperformedbyTokumeiTakamineinRyukyu

⑩
⑭
》

by

AkitomoMATSUKI

Inl689,TokumeiTakamine(1653-1783),adiplomatoftheRyukyudynasty,learnedasecret

procedurefbrplasticsurgeryofahare-lipalongwithananesthetizingdrugfiomatravelingphysician

namedKoh-Kai-yu(黄会友)inFukushuduringTakamine'svisittoChina.

AgrandsonofSho-tei,thekingoftheRyukyudynasty,namedSho-ekisufIbredfi､omahare-lip

andhisfamilywasveryanxiousaboutthiscongenitaldefbctofSho-eki.

TheyaskedTakaminetolearnthesecretofrectifyingthehare-lipfromKoh-Kai-yuandthen

operateonSho-ekisinceTakaminewasanexcellentinterpreterandwaScapableoffUllyunderstanding

themethod.

Afterrepeatedrequestsfi､omTakamine,Koh-Kai-yufinallydecidedtoteachhimthemethodand

TakaminemasteredtheessentialsoftheprocedurewithintwentydaysJ

InMayofl689,hecamebacktoRyukyufi､omChina,andinAugustofthesameyear,Takamine

perfbrmedseveraltrialoperationsonfivepatientswithhare-lipstoensurethesafbtyofthedrugshe

hadbeeninstructedtousebvKoh-Kai-vu.
' ‘

（
①
囚
）



OnNovember20thofl689,hesuccessfullyperibrmedanoperationonthehare-lipofSho-eki,the

grandsonoftheKingSho-tei.

Thecomponentsofanestheticsheemployedarestilluncleartous,becauseTakaminepromised

Koh-Kai-yunottoteachothersthesecret.

Throughadetailedconsiderationofseveraldescriptionsofthedrug,thedateofthepreliminary

trialoperationsandthehistopharmacologicalbackground,itmightbeconcludedthatcomponentsofthe

drugswouldhavebeenDaturaStramoniumL.(曼陀羅花),ChildRhizoma(川芭),AtractylodisLanceae

Rhizoma(蒼7it),AngllicaeRadix(当帰),AconitiTuber(附子)andRhodendronMilleG.Don(羊つ

つじ)．
（
卜
函
）

②
函
守


